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■ねらいと出題の内容、今後の学習指導のために 

１ ２  基礎的・基本的な問題 

【ねらいと出題の内容】 

「数と式」、「図形」、「関数」、「データの活用」の基礎的・基本的な事項の理解をみるための問題

です。 

【今後の学習指導のために】 

計算問題は練習を重ね、確実にできるようにすることが大切です。図形や関数、データの活用につい

ても、基本的な性質や公式を確認しましょう。 

 

３ データの活用に関する問題及び事柄・事実を説明する問題 

【ねらいと出題の内容】 

（１）は「データの活用」の確率の問題です。 

（２）は「数と式」の事柄・事実を説明する問題です。 

【今後の学習指導のために】 

（１） 確率を求めるには、起こりうるすべての場合を、数え落としや重複がないように順序よく数

え上げることが大切です。樹形図や表を作成することが重要です。 

（２） 事柄・事実から規則性を見つける習慣をつけましょう。規則性を見つけるためには、いくつ

かの数字を代入し具体的な場面を書き出して考えることが大切です。そして、見つけた規則性

を説明するために、文字を使って説明する練習を重ねましょう。 

さらに、事柄・事実の中に含まれる条件を変え、新たな規則性を見つけるなど発展的に考

え、文字を使って説明する練習をしましょう。 

 

４ 連立方程式の利用に関する問題 

【ねらいと出題の内容】 

与えられた問題文を読み取り、必要な条件を整理して立式し、計算過程まで記述する問題です。 

【今後の学習指導のために】 

題意を把握して条件を整理し、正しい式を立てることができるようになることが大切です。 

一般的には求める二つの数量を未知数として、文字で表すことが基本です。問題文を読み取り条件や

関係式を整理して考えることが大切です。 

また、求めた解が問題に適しているか、立てた式に解を代入し、確認することも必要です。 

 

５ 証明の問題 

【ねらいと出題の内容】 

平面図形がもつ基本的な性質や定理の理解、論理的思考力及び表現力をみるための問題です。 

【今後の学習指導のために】 

証明問題は、まず証明すべき内容を把握し、条件を整理すること、次に結論を導くためには何を示せ

ばよいのかという見通しをもつことが大切です。見通しをたてた後は、論証を正しく表現することが必

要です。結論を導くために必要な条件を丁寧に書くことを心がけ、日ごろから、図形の性質や条件、定

理など、証明の根拠としてよく使われるものを整理することが大切です。 

また、図形の性質や条件を組み合わせて論証することも大切です。 



 

６ 関数のグラフと図形に関する問題 

【ねらいと出題の内容】 

放物線上の点の座標から図形をとらえ，三角形の面積の変化について考察する問題です。 

【今後の学習指導のために】 

三角形の面積を求める際には、底辺と高さをどうとらえるかが大切です。また、ｘ座標とｙ座標をｔ

を用いて表すこと、条件式を整理すること、三角形の面積をｔを用いて表すことやその変域を考えるこ

と、二次方程式を解いて得られた解を吟味することに関しても、丁寧に考える必要があります。 

 

７ 空間図形に関する問題 

【ねらいと出題の内容】 

空間図形において、条件を満たす点の位置関係を正しくとらえ、必要な面を見いだし、線分の長さや

三角形の面積、三角錐の体積を基に点と平面との距離を求める総合的な問題です。 

【今後の学習指導のために】 

空間図形の問題では、求めるものに応じて空間図形を様々な角度からとらえ、必要な平面図形を取り

出して考えることが大切です。また、体積を求めるには、底面と高さを正しくとらえることが必要です。 

三平方の定理や相似な図形の性質など、平面図形の基本事項を確実に身につけさせるとともに、立体

模型を作るなどの活動を通して、空間図形の中に現れる平面図形をしっかりととらえ考察することも重

要です。 

 

■まとめ 

○基礎的・基本的な事項の定着 

基礎的・基本的な事項の確実な定着のためには、適切な内容と分量の問題演習を行い、根拠に基づき

論理的に説明する活動や、身近で具体的な例を通して指導することが大切です。 

○主体的に学習に取り組む態度の育成 

課題設定を工夫し、生徒が数学のよさを実感できる授業を通して、課題を自分事としてとらえさせ、

粘り強く取り組む意欲を育成することが大切です。そのためには、以下の２点が大切です。 

① 条件を変えたり、条件をゆるめたりするなどして新たに設定した問題へと統合的・発展的に考察

する機会を設けること。 

② 生徒同士の協働的な活動を通して、導き出した考えや解答をより良いものに練り上げていくなど、

問題解決の過程を振り返って評価・改善する機会を設けること。 

○数学的思考力と表現力の育成 

普段から数学で学んだ知識を整理し、具体的に活用することが大切です。数学的思考力の育成には、

判断の根拠を記述したり、問題解決に至るまでの筋道や方法を可視化したりすることが必要です。数学

的な表現を用いて自らの考えを説明する活動を重視することが大切です。 
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